
２ ２群土器（図２６・２７，表７～９，写真１２）

６層より主体的に出土した土器である。口縁部は１から３，３９・４０の４片である。やや肉厚で

焼成がもろい感じで砂粒や金色雲母などの鉱物が胎土に見られ，かつ１群に特徴的な繊維状の混和

物が認められないことで１群土器の無文破片と区別できる。器形が復元できる破片はない。ある程

度まとまった出土で胎質が似ている破片を同一個体と認め，個体Ａ～Ｈの８個体を認定した。個体

Ａは３次Ｃ区６層を主とした３３～３６の４片で，３３のみは４次Ｂ区６層出土である。個体Ｂは個体

Ａと同じ３次Ｃ区６層出土の破片９である。他の同一個体のと考えられる破片の明示は難しいが，

胎質などから個体Ａと別個体として便宜的に個体Ｂとして報告しておく。個体Ｃは３次Ｃ区６層出

土の１２～１６の胴部破片である。個体Ｄは，３次Ｃ区６層出土の１７～２９の胴部破片である。個体Ｅ

は３次Ｃ区６層出土の５・６の胴部破片である。個体Ｆは３次Ｃ区６層出土の２・３の口縁部破片

である。個体Ｇは出土区不明の口縁部破片４０と胴部破片４１・４２である。個体Ｈは出土区不明だが

上黒岩遺跡考古館の展示ケースにまとめて配置されていたやや黒色を呈する無文胴部土器片の

４６～５３である。

個体資料以外では，１１と３８の破片が外傾接合の可能性がある。３９は口縁部破片である。

（小林謙一）
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0 10cm

図２６ ２群土器 １（Ｓ＝１／２）
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0 10cm

図２７ ２群土器 ２（Ｓ＝１／２）
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表７ ２群土器観察表

図№ 色 焼 成 内 容 物 部位
成形・

文様・調整
個体

調査

次
区 層位

写真

№
備考 既出文献 所蔵 箱№ 注 記 整理№

１ 燈褐色 良

金雲母少，白色

鉱物・チャート

微

口縁 ナデ ４ Ａ ５ Ｋ �―５８ ３３５

２ 明褐色 良 黒色鉱物微 口縁
外ヨコナデ，

内指頭圧
F ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３６５

３ 明褐色 良 黒色鉱物微 口縁
外ヨコナデ，

内指頭圧
F ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３６６

４ 明褐色 良 白色鉱物微 擬口縁
ヨコナデ・

外傾接合
４ Ｂ ６ Ｋ �―９１ ３５５

５ 黄褐色 やや良
黒色鉱物・

チャート微
擬口縁 E ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８４

６ 黄褐色 やや良
黒色鉱物・

チャート微
擬口縁 E ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８５

７ 灰褐色 やや良
白色鉱・長石や

や多
胴部 内面は粗い ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ №６―２４９ ３５７

８

外・黒色，

内・暗赤

褐色

やや不良

金雲母・石英・

チャート・白色

鉱物少

胴部 ４ Ｂ ６

利 根 川１５

（１９９４）図

２―３

Ｋ �―９１ １９

９ 黄褐色 やや良 小礫微 胴部 ナデ Ｂ ３ Ｃ ６
胎土分

析
Ｋ �―３３ №６―２４９ ３５８

１０ 黄褐色 やや不良

黒色鉱物・石

英・チャート・

白色鉱物微

胴部 ナデ ４ Ｂ ６ ３片同

利 根 川１５

（１９９４）図

２―５向 き

誤

Ｋ �―９２
Ｂ 区 №

１０５１
３３０

１１ 暗褐色 良
白色鉱・チャー

ト微
胴部 ヨコナデ ４ Ａ ６ 擬口縁

利 根 川１５

（１９９４）図

２―１

Ｋ �―８３ ３３２

１２ 黄褐色 やや不良 白色鉱・小礫微 胴部 Ｃ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７４

１３ 黄褐色 やや不良 白色鉱・小礫微 胴部 Ｃ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７３

１４ 黄褐色 やや不良 白色鉱・小礫微 胴部 Ｃ ３ Ｃ ６ ３５ Ｋ �―３３ ３６７

１５ 黄褐色 やや不良 白色鉱・小礫微 胴部 Ｃ ３ Ｃ ６ ３６ Ｋ �―３３ ３７２

１６ 黄褐色 やや不良 白色鉱・小礫微 胴部 Ｃ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７０

１７ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ ４５ Ｋ �―３３ ３７５

１８ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７９

１９ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７６

２０ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ ５３ Ｋ �―３３ ３７７

２１ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３７８

２２ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８６

２３ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８１

２４ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８２

２５ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６
胎土分

析
Ｋ �―３３ ３８７

２６ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３９０

２７ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８９

２８ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３８３

２９ 褐色 やや良 黒色鉱物微 胴部 Ｄ ３ Ｃ ６ ４６ Ｋ �―３３ ３８０

３０

外・黒色，

内・暗赤

褐色

やや不良

金雲母・石英・

チャート・白色

鉱物少

胴部 ４ Ｂ ６

利 根 川１５

（１９９４）図

２―２

Ｋ �―９１ １８

３１ 黄褐色 やや不良

黒 色 鉱 物・石

英・チャート・

白色鉱物微

胴部 ４ Ｂ ６

利 根 川１５

（１９９４）図

２―５

Ｋ �―９２ ２１

３２ 明褐色 やや良
石英・チャート

微
胴部

ヨコユビナ

デ
４ Ｂ ６

利 根 川１５

（１９９４）図

２―４向 き

誤

Ｋ �―９２
Ｂ 区 №

１０５１
３３１

３３ 暗褐色 良
金雲母やや多・

長石少
胴部 器面は粗い Ａ？ ４ Ｂ ６ Ｋ �―９１ ３５６
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図№ 色 焼 成 内 容 物 部位
成形・

文様・調整
個体

調査

次
区 層位

写真

№
備考 既出文献 所蔵 箱№ 注 記 整理№

３４ 暗褐色 良
金雲母やや多・

長石少
胴部 Ａ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３６８

３５ 暗褐色 良
金雲母やや多・

長石少
胴部 器面は粗い Ａ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ №４―２２１ ３５９

３６ 暗褐色 良
金雲母やや多・

長石少
胴部 Ａ ３ Ｃ ６ Ｋ �―３３ ３６９

３７ 赤褐色 良
金雲母・チャー

ト少
胴部 条痕状調整 ４ Ａ ６ Ｋ �―８３ ３３３

３８ 赤褐色 やや良 小礫微 胴部 ３ Ｃ ６
胎土分

析
Ｋ �―３３ №７―２６９ ３６０

３９ 黒褐色 やや良 口縁 不明 D―４ 不明

利 根 川１５

（１９９４）図

４―１６

Ｋ ７０ １６

４０ 暗褐色 良 白色鉱少 口縁 Ｇ 不明 不明 不明 ６３ Ｋ ２７５―２

４１ 褐色 良 白色鉱少 胴部 Ｇ 不明 不明 不明 ６４ Ｋ ２７５―３

４２ 褐色 良 白色鉱少 胴部 Ｇ 不明 不明 不明 ６７ Ｋ ２７５―１

４３ 褐色 良 白色鉱少 胴部 ４ Ｂ 攪乱 Ｋ �―８７ ３６４

４４ 褐色 良 白色鉱少 胴部
外面粗いナ

デ
４ Ｂ 攪乱 Ｋ �―８７ ３６２

４５ 褐色 良 長石微 胴部 ４ Ｂ 攪乱 Ｋ �―８７ ３６３

４６ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 Ｍ ２０６―１

４７ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 ５５ Ｍ ２０６―３

４８ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 ５６ Ｍ ２０６―５

４９ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 Ｍ ２０６―２

５０ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 Ｍ ２０６―４

５１ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 ５８ Ｍ ２０６―６

５２ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 ６２ Ｍ ２０６―７

５３ 暗褐色 やや不良 白色鉱・長石少 胴部 Ｈ 不明 不明 不明 ５３ Ｍ ２０６―８

表８ ２群土器地区・層位別出土個体数（慶應義塾大学保管分）

地区＼層 不明･攪乱 ３層 ４層 ５層 ６層 ７層 ８層 ９層

Ａ 区 2 4 1

Ｂ 区 13

Ｃ 区 2 9

Ｄ 区

不明・他

小 計 0 2 0 6 23 0 0 0

註 個体数は同一個体と思われるものは１と算定，個体認定不能の破片はそれぞれ 1と数えたが，個体不明の１cm以下の小片

は除外

表９ ２群土器地区・層位別出土個体数（久万高原町保管分・歴博・愛媛県歴史文化博物館・その他）

地区＼層 不明･攪乱 ３層 ４層 ５層 ６層 ７層 ８層 ９層

Ａ 区

Ｂ 区

Ｃ 区

Ｄ 区

不明・他 1

小 計 1 0 0 0 0 0 0 0

註 個体数は同一個体と思われるものは１と算定，個体認定不能の破片はそれぞれ 1と数えたが，個体不明の１cm以下の小片

は除外
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